
「令和３年度 第１回高知県教科用図書選定審議会」 

 

開催日時：令和３年５月７日（金） １０：００～１１：３０  

開催場所：オリエントホテル高知 ２Ｆ 松竹の間 

出席者： 

（委員） 

  石山貴章会長、国見佳延副会長、今城純子委員、竹村早苗委員、仙頭奈津実委員、 

八木千晶委員、松田真一委員、安東恵美委員、百田貴昌委員、入野博委員、 

山中昌範委員、竹内信人委員、溝渕隆彦委員、久寿久美子委員、畦地和也委員、 

野村幸代委員、和田具子委員、鍵山絹江委員 

※欠席委員 藤岡孝雄委員、仲村貴介委員 

（事務局） 

  特別支援教育課：高橋課長、濱口チーフ、谷澤指導主事、吉井指導主事、岳本指導主事、

平地指導主事 

  小中学校課：黒瀬次長、武田課長、益永課長補佐、井上チーフ、池畠指導主事 

 

 

１．開会 

   会議冒頭に事務局より会議を非公開とする提案があり、承認された。 

   （非公開とする理由･･･審議会等の会議の公開に関する指針、３ 公開基準（２）） 

 

２．高知県教育委員会 挨拶 

 

３．委員紹介 

 

４．教科用図書選定審議会の所掌事務についての説明 

   教科用図書選定審議会の所掌事務について、事務局からその根拠となる法令の説明 

を行った。根拠として挙げた法令は以下のとおり。 

 

  ・義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律 第１０条及び第１１条 

  ・義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令 第７条及び第８条 

  ・高知県教科用図書選定審議会の委員の定数等に関する条例 第１条 

  ・高知県教科用図書選定審議会規則 第２条及び第４条 

 

５．会長・副会長互選 

  高知県教科用図書選定審議会規則第５条に基づき、本審議会の会長として、高知県立大



学教授 石山貴章委員、副会長として、土佐市立土佐南中学校長 国見佳延委員を選出し、

承認された。 

 

６．会長・副会長挨拶 

 

７．令和４年度使用学校教育法附則第９条の規定による一般図書採択事務及び令和４年度

以降に使用する中学校教科用図書（社会 歴史）についての説明 

 

   事務局（特別支援教育課）より、令和４年度使用する学校教育法附則第９条の規定に

よる一般図書の採択事務について、以下のとおり説明を行った。 

 

 ・学校教育法附則第９条について 

   学校においては、学校教育法第３４条、第４９条、第６２条、第８２条により、文部

科学省の検定済教科用図書、又は文部科学省が著作の名義を有する教科用図書の使用

が義務付けられている。その例外として、高等学校、特別支援学校、及び小・中・義務

教育学校の特別支援学級においては、検定教科書又は著作教科書が発行されていない

特別の場合、又は、これらの教科用図書を使用することが適当でない場合において、検

定教科書及び著作教科書以外の図書を使用することができることが、学校教育法附則

第９条に規定されている。 

 

 ・学校教育法施行規則第１３１条について 

   特別支援学校では、学校教育法施行規則第１３１条第２項で、特別な教育課程による

場合において、検定教科書又は著作教科書を使用することが適当でない場合には、当該

学校の設置者の定めるところにより、他の適切な図書を使用することができると定め

られている。また、小・中・義務教育諸学校の特別支援学級についても、同規則第１３

９条において、同様の規定がなされている。 

 

 ・ 現在、県立特別支援学校及び小・中・義務教育学校の特別支援学級においては、児童

生徒の障害の状態や程度も多様であり、特別な教育課程を編成している場合には、当該

学年以下の検定教科書を使用したり、更にそれらの教科書が適切でない、主に知的障害

のある児童生徒については、絵本などの市販されている一般図書を使用したりするこ

とができるため、県教育委員会では、本審議会の意見を聞き、十分な調査研究を行い、

適切な教科用図書を採択する必要がある。 

 

 ・ 一般図書については、毎年、採択替えができることとなっている。これに関する関係

法規は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１４条、義務教育諸学



校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令第１５条に示されている。 

 ・ 現在、県立特別支援学校の小・中学部で選択することのできる学校教育法附則第９条

の規定による一般図書は５６０冊である。これらについては、すでにこれまでに調査研

究を行い、これまでの選定審議会で審議を頂いた図書であるため、令和４年度用の教科

用図書として積み上げをしていく予定である。 

 

 ・ 令和４年度用として、特別支援学校からの希望、外部講師による読み聞かせの実績の

あるものが４冊、高知県内の絵本作家によるものが４冊、そして、視覚障害者用の拡大

図書が６冊、合わせて１４冊について調査を行い、本審議会でご意見を頂きたい。 

 

 

  事務局（小中学校課）より、令和４年度以降に中学校において使用する教科用図書採択

事務について、以下のように説明を行った。 

 

 ・採択替えを行うことが可能となったことについて 

   令和３年度においては、無償措置法第１４条の規定に基づき、無償措置法施行規則第

６条各号に掲げる場合を除いて、令和２年度と同一の教科書を採択しなければならな

いこととなってる。しかし、令和３年度においては、自由社の「新しい歴史教科書」が、

令和２年度に文部科学大臣の検定を経て新たに発行されたことから、無償措置法施行

規則第６条第３号により採択替えを行うことが可能になった。 

 

 ・調査研究を行うことについて 

   採択替えを行うことができるのは、新たに発行されることとなった教科書の種目、中

学校の歴史的分野のみであり、その他の種目の教科書は採択替えができない。また、採

択替えを行うか否かは、採択権者の判断によるべきものであるとされている。都道府県

教育委員会においては、無償措置法第１０条の規定に基づき、新たに発行されることと

なった図書について、調査研究を行うこととなっている。 

 

 ・選定資料の作成及び専門調査について 

   県教育委員会は、市町村教育委員会に対して、指導・助言・援助をする役割があり、

自由社の歴史教科書について、中学校教科用図書の選定資料を作成し、市町村教育委員

会等に送付する。選定資料を作成するための専門調査については、本日、ご審議いただ

く基本方針及び選定資料のための調査項目を基に、調査研究を行い、適切かつ、公正な

採択の確保を徹底できるよう採択事務を行う。また、調査研究を行った結果については、

次回（６月４日）の選定審議会で、委員の皆様に審議を頂くことになっている。審議後、

最終的に答申を頂き、その後、承認いただいた選定資料を各市町村教育委員会等に送付



する。 

８．令和４年度使用学校教育法附則第９条の規定による一般図書及び令和４年度以降に使

用する中学校教科用図書（社会 歴史）選定資料作成に関する諮問 

   事務局より、諮問文を読み上げ、会長に手渡した。 

 

９．審議 

   事務局より、採択基準及び選定に必要な資料の作成について、提案を行った。 

 

（事務局：特別支援教育課） 

 ・令和４年度に使用する学校教育法附則第９条の規定による一般図書及び令和４年度以

降に中学校において使用する教科用図書（社会 歴史）選定資料作成基本方針について

の説明。 

 

 １ 基本条件、選定される教科用図書は、教育基本法に定める教育の目的、目標並びに学

校教育法に定める学校の目的及び教育の目標に基づき、我が国の現状と伝統について

正しい理解に導くとともに、政治や宗教に対して公正であり、自主性を培い、人間性豊

かな児童生徒の育成に役立つ内容であること。 

 ２ 必要条件 （１）学習指導要領の総則に示された教育課程編成の一般方針や各教科の

目標・内容等を適切に反映するように，十分な配慮がなされていること。 （２）内容

や表現等にかたよりがなく全体として調和がとれ，基礎的・基本的な知識・技能を習得

させるとともに，思考力・判断力・表現力等を育成するための質・量両面の充実がなさ

れていること。 （３）児童生徒が意欲的に学習に取り組むための配慮・工夫がなされ

ていること。（４）内容，表現，分量，配列などが児童生徒の心身の発達段階に適応し

ていること。 

 

・学校教育法附則第９条の規定による義務教育諸学校における一般図書選定資料のための調査

項目についての説明。 

 

１ 学習指導要領に示された各教科の目標・内容に合っていること 

２ 児童生徒一人一人の教育課程に適合した教材としての特性が明確であること 

 

  また、調査対象が絵本等の一般図書であり、その種類も多岐にわたることから、３として

（１）から（４）の留意点をあげている。 

 

（１）児童生徒の障害の種類・程度、能力・特性に最もふさわしい内容（文字、表現、挿

絵、取り扱う題材等）のものであること。 



（２）可能な限り系統的に編集されるとともに、教科の目標に沿う内容をもつ図書が適

切であり、特定の題材若しくは一部の分野しか取り扱っていない参考書，図鑑類，問題

集等の図書は適切でないこと。 

（３）上学年で使用することとなる教科書との関連性を考慮するとともに、図書の間の

系統性にも配慮すること。 

（４）価格については、教科書無償給与予算との関連から、高額なものに偏らないこと。 
 

  ・選定資料について説明 

調査項目に基づき調査した内容を、「１ 内容構成について ２ 表現・印刷について ３

総合所見」、この３点にまとめて表記する。 

 

（事務局：小中学校課） 

 ・選定資料（中学校 社会 歴史）のための調査項目についての説明。 

 学習指導要領（平成２９年告示）に基づき調査項目を作成している。 

 １は、学習指導要領における教科・学年の目標等を示している。 

 ２は、調査の対象となる教科書冊数と発行者を示している。 

 ３は、選定資料のための調査項目である。（１）は、編集の方針となっており、発行者が教科

用図書を編集する際の方針や、編集の観点にみられる特徴や留意点を示す。（２）は、内容であ

る。「ア 主体的に学習に取り組むための工夫」「イ 言語活動の充実を図るための工夫」「ウ 情

報活用能力の育成を図るための工夫」「エ 教科等横断的な学習の充実のための工夫」の４つの

調査項目を設定している。これは、昨年度作成した中学校教科用図書選定資料の項目と同じであ

る。 

 次に、「個票」と呼ばれる資料で、調査項目に基づいて調査したことを文章でまとめ、市町村

教育委員会に提示したいと考えている。 

 続いて、補助資料（総括表）について。これまでに作成した選定資料と同様、客観性を高める

ための数値データ等を含んだ内容を盛り込みたいと考えている。この補助資料では、教科の特徴

が取り上げられているページがどれくらいあるのかといったことを調査していきたいと考えて

いる。 

 

（会長） 

 審議を行う。 

 基本方針及び調査項目並びに補助資料についてのご意見をお願いする。 

  →委員より、特段の意見なし。 

 

（会長） 

  基本方針と調査項目、補助資料の項目、補助資料の様式については、事務局提案内容でよろ



しいか。 

（委員全員） 

  承認。 

 

１０．教科用図書専門調査員の設置及び専門調査員の推薦 

   教科用図書専門調査員の推薦について、事務局案が提出され、承認された。 

 

１１．会長挨拶 

 

１２．高知県教育委員会挨拶 

 

１３．閉会 

 


